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建
設
山
口
は
「
や
ま
ぐ

ち
木
の
家
等
推
進
協
議

会
」
と
連
携
し
、
７
月
に

県
内
の
３
つ
の
小
学
校

で
「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
体

験
教
室
（
小
学
生
を
対
象

に
し
た
木
材
に
関
す
る

体
験
教
育
）」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

木
材
利
用
に
関
す
る

体
験
教
育
を
通
し
て
、
木

の
良
さ
や
木
と
森
と
の

関
わ
り
を
学
び
、
県
産
木

材
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

県
内
の
森
林
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

ま
た
、木
に
触
れ
合
い
、

「
木
組
み
」「
丸
太
切
り
」

等
の
各
体
験
を
通
し
、
つ

く
る
喜
び
を
伝
え
る
こ
と

で
、「
将
来
の
後
継
者
育

成
へ
」
と
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
も
大
き
な
取
り
組
み

の
意
義
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
７
／
４ 

萩
支
部

　

む
つ
み
小
学
校
で
５
・

６
年
生
19
人
を
対
象
に
８

時
30
分
か
ら
11
時
20
分
ま

で
実
施
し
、
指
導
員
は
６

人
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
体
験
、
カ
ン
ナ

削
り
体
験
、
丸
太
切
り
体

験
に
加
え
、
木
工
教
室
と

内
容
は
充
実
。
少
人
数
で

の
体
験
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
分
、
一
人
ひ
と

マイ箸づくり（櫛浜小）

家の形ができましたきれいに削れたよ さまになってます

献水をする吉村委員長

マスコミも取材に（牟礼南小）

力を合わせて棟上げ（むつみ小）

り
に
時
間
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

②
７
／
４ 

防
府
支
部

　

牟
礼
南
小
学
校
で
４
年

生
66
人
を
対
象
に
午
前
と

午
後
に
分
か
れ
て
実
施

し
、指
導
員
５
人
で
対
応
。

木
と
生
活
の
関
わ
り
の
話

で
は
、
わ
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
画
面
に
映
像
を

映
し
な
が
ら
説
明
。
木
組

み
体
験
、
カ
ン
ナ
削
り
体

験
、
丸
太
切
り
体
験
も
大

変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

③
７
／
18 

徳
山
支
部

　

櫛
浜
小
学
校
で
５
年
生

53
人
を
対
象
に
９
時
30
分

か
ら
11
時
30
分
ま
で
実
施

し
、
指
導
員
は
12
人
で
対

応
し
ま
し
た
。

　

木
組
み
体
験
、
カ
ン
ナ

削
り
体
験
、
丸
太
切
り
体

験
に
加
え
、
マ
イ
箸
づ
く

り
、
木
工
教
室
な
ど
、
大

人
数
に
も
か
か
わ
ら
ず

色
々
な
体
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
、
児
童
た
ち
も
大

満
足
で
し
た
。

つ
く
る
喜
び

　 

子
供
た
ち
へ

法人設立の前に
組合へご連絡を

■
増
改
築
相
談
員
新
規

　
及
び
更
新
研
修
会

○
新
規
研
修
会

【
開
催
日
】

　

11
月
６
日
㈪
〜
11
月

７
日
㈫

○
更
新
研
修
会

【
開
催
日
】

　

11
月
７
日
㈫

【
場
所
】
建
設
山
口
会
館

【
受
講
料
】
新
規
・
２
万

５
千
円
・
更
新
・
１
万

６
５
０
０
円
（
詳
細
は

支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
）

「
木
組
み
」「
丸
太
切
り
」「
カ
ン
ナ
削
り
」

　

原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

労
働
者
・
職
人
の
碑
」

前
で
開
催
さ
れ
た
慰
霊

祭
に
は
、
全
国
か
ら

１
７
０
人
が
参
列
。
原

爆
犠
牲
者
の
御
霊
を
慰

め
る
た
め
、
各
組
合
の

代
表
の
手
に
よ
っ
て

63
ヶ
所
の
名
水
を
献
水

し
、
約
15
万
７
千
羽
の

折
鶴
が
献
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
を
献
納
し
、
山
口
市

仁
保
の
名
水「
平
家
の
泉
」

を
献
水
し
ま
し
た
。

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
８
月
５
日
に
広
島
、

８
月
８
日
に
長
崎
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

建
設
山
口
か
ら
は
、

広
島
の
慰
霊
祭
に
小
林

書
記
長
と
主
婦
の
会
か

ら
平
田
邦
子
さ
ん
（
光
）

が
参
加
。
長
崎
の
慰
霊

祭
に
は
、
吉
村
執
行
委

員
長
と
全
建
総
連
副
委

員
長
と
し
て
小
林
書
記

長
と
主
婦
の
会
か
ら
宮

崎
竹
子
さ
ん
（
徳
山
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
崎
の
平
和
記
念
公

園
内
「
原
爆
犠
牲
建
設

後継者育成へ県下で体験教室

慰霊祭・長崎で

　

中
建
国
保
加
入
者
の

方
で
、
個
人
事
業
所
か

ら
新
た
に
法
人
事
業
所

を
設
立
さ
れ
た
際
は
、

今
ま
で
加
入
さ
れ
て
い

た
国
民
年
金
か
ら
厚
生

年
金
に
切
り
替
え
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

手
続
き
期
間
は
法
人

設
立
日
か
ら
原
則
14
日

以
内
と
な
り
ま
す
。
短

い
期
間
で
す
の
で
、
御

注
意
く
だ
さ
い
。

　

14
日
を
超
え
る
と
中

建
国
保
の
資
格
を
失
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

法
人
設
立
の
予
定
が
あ

る
方
は
事
前
に
各
支
部

へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
人
事
業
所
で

従
業
員
を
新
た
に
雇
う

場
合
も
雇
用
日
か
ら
原

則
14
日
以
内
に
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
元
請
や
ゼ
ネ

コ
ン
か
ら
の
誤
っ
た
情

報
で
、
半
ば
強
制
的
に

法
人
化
や
協
会
け
ん
ぽ

へ
移
行
さ
れ
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

「
中
建
国
保
加
入
は
、

協
会
け
ん
ぽ
加
入
と
同

等
の
扱
い
」
と
な
り
ま

す
。
元
請
な
ど
か
ら
強

要
さ
れ
た
場
合
に
は
、

本
部
も
し
く
は
、
お
入

り
の
支
部
に
御
連
絡
く

だ
さ
い
。
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青
年
部
は
7
月
29
～

30
日
、
夏
季
研
修
会
を

岩
国
市
「
岩
国
国
際
観

光
ホ
テ
ル
開
花
亭
」
を

会
場
に
16
支
部
31
人
の

参
加
者
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

１
日
目
は
、
岩
国
市

防
災
学
習
館
に
て
、
防

災
シ
ア
タ
ー
で
の
上
映
、

煙
避
難
体
験
、
消
火
体

験
、
地
震
体
験
等
の
体

　

８
月
６
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、
建

設
山
口
第
33
回
技
能
競
技

大
会
を
９
支
部
10
人
の
参

加
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
競
技
大
会
は
、
全
建
総

連
の
全
国
大
会
の
予
選
を

兼
ね
て
お
り
、
上
位
入
賞

者
が
全
国
大
会
に
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
、
過
去
の

全
国
大
会
に
お
い
て
、
輝

か
し
い
実
績
を
残
し
て
い

る
と
同
時
に
、
第
１
回
の

開
催
か
ら
連
続
出
場
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、
過

去
に
全
建
総
連
の
全
国
大

　

昨
年
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
市
場
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
の
市
場
規
模
と
同

程
度
に
低
迷
し
た
と
分
析

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
職
域
と
も
い

え
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
市

場
に
も
大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー
や
異
業
種
か
ら
の
参

入
が
相
次
ぎ
、
町
場
の
仕

事
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

新
築
を
含
め
、
激
し
い
競

争
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
研

究
所
の
石
原
孝
司
氏
を
講

師
に
迎
え
、
組
合
員
さ
ん

の
仕
事
確
保
に
役
立
つ
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
建
設

現
場
の
高
さ
４
～
５
ｍ
程

度
以
上
の
場
所
で
作
業
員

が
着
用
す
る
安
全
帯
に
つ

い
て
、
胴
体
部
全
体
を
支

持
す
る
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型

を
原
則
と
す
る
新
た
な

ル
ー
ル
案
を
ま
と
め
ま
し

来
の
胴
ベ
ル
ト
型
の
着
用

も
認
め
る
方
向
と
な
り
ま

す
。

　

来
年
度
初
め
ご
ろ
ま
で

に
省
令
の
労
働
安
全
衛
生

規
則
と
告
示
の
安
全
帯
規

格
を
改
正
し
て
定
め
、
そ

の
後
、
準
備
・
猶
予
期
間

　

来
年
度
の
国
保
組
合
へ

の
補
助
金
の
現
行
水
準
の

確
保
を
求
め
る
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
は
、
全
建
総
連
傘

下
の
組
合
が
一
斉
に
取
り

組
む
大
切
な
運
動
で
す
。

　

現
在
、
組
織
人
員
の
２

倍
を
目
標
に
秋
の
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
は
厚
生
労
働
省
４

人
、
財
務
省
４
人
の
計
８

人
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

と
な
り
ま
す
。
夏
の
要
請

行
動
に
引
き
続
き
、
こ
の

秋
の
要
請
行
動
へ
の
御
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

験
学
習
を
行
な
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
体
験
を

通
じ
て
災
害
の
恐
ろ
し

さ
や
、「
も
し
も
」
の
備

え
に
つ
い
て
学
習
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
岩
国
市

中
央
消
防
署
の
施
設
見

学
を
行
な
い
、
緊
急
時

に
備
え
る
消
防
隊
員
さ

ん
の
様
子
な
ど
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

会
で
銀
賞
を
獲
得
し
た
、

阿
東
支
部
の
山
根
学
さ

ん
、
銅
賞
を
獲
得
し
た
荒

木
技
対
部
長
、
中
国
ブ

ロ
ッ
ク
技
能
競
技
大
会
金

賞
の
𦿷
執
行
委
員
も
選
手

と
し
て
参
加
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
阿
東
支
部

の
山
根
さ
ん
は
、
13
年
前

の
仕
事
中
に
思
い
も
よ
ら

ぬ
事
故
に
よ
り
、
骨
盤
骨

折
、
左
横
隔
膜
損
傷
、
臀

部
壊
死
で
の
長
い
入
院
生

活
と
リ
ハ
ビ
リ
を
乗
り
越

え
て
の
出
場
で
し
た
。

　

結
果
は
、
金
賞
に
吹
本

健
二
（
宇
部
）
さ
ん
、
銀

　

な
お
、
こ
の
研
修
会
は

全
建
総
連
リ
フ
ォ
ー
ム
協

会
（
全
リ
協
）
の
義
務
講

習
Ｂ
に
該
当
す
る
も
の
で

す
。全
リ
協
会
員
の
方
は
、

入
会
か
ら
３
年
以
内
に
義

務
講
習
Ｂ
を
受
講
し
な
け

れ
ば
、
会
員
の
継
続
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
全
リ

協
会
員
の
方
は
積
極
的
に

受
講
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
日
時
】
10
月
29
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】
建
設
山
口
本
部

会
館（
山
口
市
維
新
公
園
）

※
詳
細
は
本
部
ま
た
は
、

お
入
り
の
支
部
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

た
。
４
～
５
ｍ
程
度
以
上

の
高
さ
か
ら
の
墜
落
・
転

落
時
に
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
の
着
用
で
身
体
に
か
か

る
衝
撃
の
分
散
効
果
が
最

大
限
発
揮
さ
れ
る
た
め

で
、
高
さ
２
～
４
ｍ
程
度

の
作
業
で
は
引
き
続
き
従

を
確
保
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
省
令
改
正
で
は

安
衛
則
36
条
に
基
づ
く
特

別
教
育
を
実
施
す
る
よ
う

義
務
付
け
る
方
向
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
分
か
り
し
だ

い
、
改
め
て
機
関
紙
な
ど

で
順
次
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

大地震の揺れを実際に体験

木削り中の山根さん

昨年の秋に集まったハガキ

今回は時間内に７台が完成

そ
の
後
、
場
所
を
移
し

て
各
支
部
の
交
流
を
兼

ね
た
夕
食
懇
談
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
岩
国
錦

帯
橋
と
岩
国
城
の
見
学

を
行
な
い
ま
し
た
。
錦

帯
橋
を
渡
り
、途
中
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
に
乗
り
岩
国

城
へ
。
天
守
台
跡
の
石

積
み
や
岩
国
城
か
ら
の

見
晴
ら
し
も
素
晴
ら
し

く
、
貴
重
な
体
験
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

賞
に
町
田
裕
介
（
美
祢
）

さ
ん
、
銅
賞
に
河
内
信
宏

（
光
）さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
～
21
日
に
愛

知
県
で
開
催
さ
れ
る
第
33

回
全
建
総
連
全
国
青
年
技

能
競
技
大
会
に
は
、
上
位

３
人
が
挑
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

第33回技
能競技大会“
わ
ざ
競
う
”

“
わ
ざ
競
う
”

　
　
　
　
金
賞
に
吹
本
さ
ん
（
宇
部
）

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス 

新
た
な
ル
ー
ル
案

体
験
通
し
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
学
ぶ

　【
阿
東・山
根
学（
大
工・

53
）】
建
設
山
口
で
開
催

さ
れ
た
技
能
競
技
大
会
に

一
般
参
加
で
出
場
し
て
、

19
年
ぶ
り
に
「
四
方
転
び

踏
み
台
」
を

作
り
ま
し
た
。

　

19
年
ぶ
り

に
作
っ
た
私

の
作
品
は
、

時
間
が
か
か
っ
た
わ
り
に

は
不
正
確
で
ち
ょ
っ
と
恥

ず
か
し
い
も
の
で
し
た
。

青
年
部
の
皆
さ
ん
は
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
良
く
、
作
品

の
出
来
栄
え
も
素
晴
ら
し

く
私
は
完
敗
で
し
た
。

　

私
は
、
13
年
前
に
ケ
ガ

を
し
て
再
起
不
能
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
々
に
助
け
て
い
た
だ

き
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
細
か
い
作
業

を
主
と
し
て
い
ま
す
が
、

年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
目

力
が
落
ち
て
き
て
一
つ
の

物
を
作
る
の
に
時
間
が
か

か
っ
て
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
度
の
競
技
大

会
に
出
場
し
た
の
に
は

「
あ
る
理
由
」
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
れ
は
、
今
春
か
ら
子

供
が
私
の
親
元
で
大
工
の

見
習
い
を
し
て
修
行
中
な

の
で
、
私
が
作
業
す
る
姿

と
同
世
代
の
方
が
、
作
業

す
る
姿
を
見
せ
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
（
今
回
は
私
の
助
手
と

い
う
形
で
競

技
大
会
を
見

学
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
）。

　

来
年
も
体
調
が
良
け
れ

ば
一
般
参
加
で
出
場
し

て
、今
年
の
「
リ
ベ
ン
ジ
」

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

“
修
行
中
の
子
供
へ
”

　
　
　
　   

作
業
姿
を
み
せ
た
く
て

住宅リフォーム
研修会

　 10月29日・山口市で

秋のハガキ
要請行動

「組織人員の２倍」を目標

19年ぶりの「四方転び踏み台」

荒
木
技
対
部
長
も
出
場
・
大
会
盛
り
上
げ
る

「もしも」の備えを
青年部夏季研修会
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登
山
靴

15

久光　義秋（光・大工 67）

大山縦走記　下巻
（鳥取県）

支部 平成29年８月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 72 − 5
阿　武 0 − 24
岩　国 1,747 32
宇　部 1,653 17
小野田 579 15
吉　南 1,001 15
下　松 1,092 58
熊毛南 259 − 9
下　関 1,237 − 35
徳　山 760 10
豊　浦 173 1
長　門 194 2
萩 203 14
光 253 4
防　府 905 − 2
美　祢 174 − 4
山　口 1,063 22
柳　井 427 17

計 11,792人 128

　

三
鈷
峰
を
下
り
ユ
ー

ト
ピ
ア
小
屋
で
休
憩
、

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
が

縦
走
路
だ
。
身
が
引
き

締
ま
る
。

　

象
ケ
鼻
辺
り
の
岩
肌

に
ツ
ガ
ザ
ク
ラ
が
群
生

し
て
い
る
。
縦
走
路
の

道
幅
は
50
セ
ン
チ
ほ
ど

で
北
壁
側
が
ズ
タ
ズ
タ

に
崩
落
し
踏
み
外
す
と

砂
滑
り
の
谷
に
滑
落
し

元
谷
へ
一
気
に
逆
戻
り

だ
が
・
・
絶
景
だ
。
東

壁
と
北
壁
の
狭
い
悪
路

の
稜
線
は
、
バ
ラ
ン
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
は
難
な
く

平
然
と
渡
り
、「
確
保
の

準
備
が
出
来
た
か
ら
貴

方
も
ど
う
ぞ
」
と
笑
う
。

傍
観
し
て
い
た
若
い
男

達
は
「
凄
い
ー
」
と
拍

手
喝
采
。「
貴
方
達
こ
そ

気
を
つ
け
て
」
と
別
れ

た
。

　

ま
だ
痩
せ
尾
根
は
弥

山
山
頂
ま
で
続
く
。
弥

山
で
は
大
勢
の
ハ
イ

カ
ー
達
が
記
念
撮
影
の

笑
顔
。
縦
走
は
無
事
に

完
了
し
た
が
、
大
山
縦

走
は
危
険
す
ぎ
る
と
確

信
し
た
登
山
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
年
の
８
月

に
両
側
の
縦
走
路
入
口

に
「
通
行
不
能
」
の
看

板
が
立
て
ら
れ
た
。

を
崩
す
と
２
５
０
ｍ
下

の
奈
落
の
底
で
完
結
す

る
。
ザ
イ
ル
は
結
び
合
っ

て
い
る
が
後
ろ
を
歩
く

も
の
は
落
ち
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
の
で
慎
重

に
恐
れ
ず
進
む
。

　
「
天
狗
ケ
峰
」
ピ
ー
ク

付
近
は
ま
さ
に
墓
場
尾

根
の
様
相
だ
。
槍
尾
根

分
岐
の
三
叉
路
で
景
色

を
眺
め
て
い
た
ら
、「
槍

ケ
峰
」
南
壁
か
ら
大
型

の
鳥
が
風
に
乗
っ
て
舞

い
上
が
り
「
烏
ケ
山
」

方
面
へ
翔
ん
で
い
っ
た
。

　

最
高
峰
「
剣
ケ
峯
」

で
昼
食
を
と
っ
て
い
る

と
、
若
い
男
二
人
が
「
弥

山
」
か
ら
や
っ
て
来
る
。

彼
ら
は
口
を
そ
ろ
え
て

「
ラ
ク
ダ
の
背
は
風
が
吹

き
上
げ
、
非
常
に
危
な

い
。
女
性
は
と
て
も
無

理
だ
か
ら
引
き
返
す
べ

き
だ
。」
と
注
言
す
る
。

彼
達
は
痩
せ
尾
根
を
跨

が
り
い
ざ
っ
て
い
た
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
目
配
せ
、

ザ
イ
ル
の
結
び
を
確
か

め
る
。
縦
走
の
核
心
部

「
ラ
ク
ダ
の
背
」
は
両
側

共
３
０
０
ｍ
の
絶
壁
だ
。

し
か
も
靴
幅
し
か
な
い

稜
線
を
見
て
、「
確
保
を

確
信
し
て
落
ち
着
い
て

渡
ろ
う
」
と
確
認
す
る
。

娘
が
応
援
団
長
に

　

吉
南　

宮
崎　
　

武

（
建　

具
）

　

長
い
夏
休
み
が
や
っ

と
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

ら
、
も
う
す
ぐ
運
動
会
。

　

今
年
は
小
６
の
娘
が

応
援
団
長
を
す
る
の
で

例
年
以
上
に
楽
し
み
で

す
。

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で

ト
ホ
ホ
な
日
々

小
野
田　

笹
部　

邦
雄

（
内　

装
）

　

高
血
圧
が
原
因
の
ひ

と
つ
で
も
あ
る
目
の
病
気

に
な
っ
て
し
ま
い
、
家
族

か
ら
禁
酒
を
言
い
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
酒
を
飲
ま
な
い
せ
い

か
、
太
っ
て
き
て
今
度
は

ダ
イ
エ
ッ
ト
。

　

ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
で
ト
ホ

ホ
な
日
々
で
す
。

孫
と
い
っ
し
ょ
に

ク
ロ
ス
パ
ズ
ル

　

吉
南　

加
藤　

享
子

（
事　

務
）

　

今
回
の
ク
ロ
ス
パ
ズ
ル

は
孫
11
歳
と
考
え
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
遊
び
に
来

て
く
れ
、
退
屈
し
の
ぎ
に

と
思
い
、
い
っ
し
ょ
に
ク
ロ

ス
パ
ズ
ル
を
し
た
と
こ
ろ

結
構
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
た
っ
た
ら
ク
オ
カ
ー

ド
あ
げ
る
ね
と
約
束
し
ま

し
た
。

　
【
下
松
・
浅
田
誠
（
表

具
・
53
）】
毎
年
夏
休

み
の
期
間
に
行
わ
れ

る
、下
松
支
部
主
催
の「
第

44
回
学
校
施
設
営
繕
奉
仕

作
業
」
が
、
８
月
27
日
中

を
確
保
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
省
令
改
正
で
は

安
衛
則
36
条
に
基
づ
く
特

別
教
育
を
実
施
す
る
よ
う

義
務
付
け
る
方
向
で
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
が
分
か
り
し
だ

い
、
改
め
て
機
関
紙
な
ど

で
順
次
お
知
ら
せ
す
る
予

定
で
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
付
ブ

ル
ド
ー
ザ
ー
、
田
中
角
栄

の
言
葉
「
政
治
は
数
で
あ

り
、
数
は
力
、
力
は
金
だ
」

数
の
論
理
、
有
名
な
言
葉

で
あ
る
。
切
実
な
我
々
の

諸
要
求
を
実
現
さ
せ
る
為

に
は
や
は
り
「
数
の
力
」

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　

幸
い
建
設
山
口
も
、
社

会
保
険
未
加
入
問
題
等
で

４
年
連
続
、
仲
間
を
増
や

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

少
し
厳
し
く
言
う
と
、
こ

の
状
況
が
長
続
き
す
る
保

証
は
ど
こ
に
も
な
い
、
減

少
に
転
じ
る
可
能
性
の
方

が
大
き
い
と
思
う
し
、
い

つ
ま
で
も
数
字
に
浮
か
れ

て
い
る
の
は
や
め
て
、
世

の
中
の
流
れ
を
先
読
み
し

て
、
次
の
一
手
を
講
ず
る

時
期
に
来
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

目
標
が
あ
る
か
ら
、
あ

の
手
こ
の
手
と
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
講
じ
ま
す
が
、
一

人
が
講
ず
る
よ
り
も
現
在

組
合
員
数
の
１
１
７
９
２

人
全
員
が
講
ず
る
方
が
、

格
段
に
大
き
な
結
果
を
生

む
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
、
も
う
一
度
原
点

に
返
り
、
１
人
１
人
が
組

合
員
で
あ
る
と
い
う
誇
り

と
自
覚
を
持
ち
、「
組
合
員
、

１
人
が
１
人
」を
モ
ッ
ト
ー

に
、
目
標
１
２
０
０
０
人

を
目
指
し
、
大
き
な
組
織

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

掲示板を設置する仲間

組織部長
山田好男

村
小
学
校
に
お
い
て
、
組

合
員
35
人
の
参
加
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
河
村
教
育

長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
続

い
て
今
地
支
部
長
か
ら
作

業
箇
所
の
確
認
・
分
担
を

行
っ
た
後
、
早
速
作
業
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
な
修
繕
箇
所

は
、
掲
示
板
及
び
ト
イ
レ

の
手
す
り
取
付
や
体
育
館

の
階
段
・
校
門
付
近
の
路

面
・
水
道
の
蛇
口
の
補
修

等
で
、
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
け
ば
、
児
童
達
の
怪

我
に
も
繋
が
る
箇
所
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
の
技
術
を
生
か
し

 
各
地
域
で
作
業
奉
仕

　

こ
の
日
は
朝
か
ら
蒸
し

暑
く
、
狭
い
場
所
で
の
作

業
も
あ
り
、
参
加
者
は
汗

だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、

日
頃
の
技
術
を
生
か
し
な

が
ら
、
手
際
よ
く
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

ど
の
修
繕
も
数
人
で
支

え
な
が
ら
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
作
業
は
順
調
に
進

み
、
予
定
時
刻
よ
り
も
早

く
終
了
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
際
し
、
寺
本

校
長
よ
り
「
こ
の
暑
い
中

皆
様
の
お
か
げ
で
、
見
違

え
る
ほ
ど
に
改
善
さ
れ
た

学
校
で
、
３
１
６
人
の
児

童
が
今
ま
で
以
上
に
、
勉

学
に
励
む
こ
と
で
し
ょ

う
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」
と
お
礼

の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
今

年
も
無
事
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

宇
部
支
部

　

８
月
27
日
の
８
時
30
分

か
ら
12
時
ま
で
、
市
立
保

育
園
５
園
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
壁
塗

装
、
雨
樋
の
補
修
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
（
参
加
組

合
員
13
人
）。

光
支
部

　

７
月
30
日
の
８
時
か
ら

11
時
30
分
ま
で
、
室
積
小

学
校
、
室
積
中
学
校
の
ド

ア
修
理
、
掲
示
板
製
作
、

カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
取
付
な

ど
を
実
施
し
ま
し
た
（
参

加
組
合
員
８
人
）。

● 建設業関連の検定実施職種
  建築大工・かわらぶき・型枠施工

鉄筋施工・防水施工・配管など

● 受検案内（受検申請書）は、お入りの
支部、市町役場労働担当課、職業
安定所等にあります。

● 建築大工、型枠施工については、組
合で事前講習を予定しています。

働く人々の技能を証明する国家検定試験です。
高度な技能を国や県が公に認めたことが証明
されます。

 ● 詳細については、お入りの支部または建設
　山口本部か実施団体である山口県職業能力

開発協会にお問い合わせください。
 ● 受検資格等は、下記のホームページでも確認

できます。
　URL http://y-syokunou.com/
　　　 （山口県職業能力開発協会の HP）

●受検申込期間
　10月２日㈪
　　〜10月13日㈮まで

お知らせ
国家試験 平成29年度（後期）

技能検定試験

一人が一人 新しい仲間を
組合へ

　９月〜11月は拡大月間　

剣ケ峯山頂（1729m）にて

今回から35歳未満の実技試験の受検手数料が減免されます

建設業関連の実技試験

17,900円 ⇒ 8,900円
例

※学科試験受検の場合は、別途学科試験受検料が必要
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徳山　井町　健一
（大工・43）

念
願
の
わ
が
家

　このたび、念願の我が家
を手に入れました。新築物
件ではなく中古物件を購入し
自らリフォームをし、盆休みに
引っ越しを完了しました。
　私の会社はリフォームをメインに
活動しています。木造住宅を永く使っ
てほしいので小さな修繕から大規模

リフォームま
で行っていま
す。だから自
分の家は中古
住宅を自らリ
フォームして
住 み た い と
常々思ってい
ました。
　永い間物件
を探してよう

やく見つけることができ、ト
ントン拍子で進んで行きまし
た。
　６月中旬から内部解体に入り、

ほぼスケルトン状態にして大工工事
に入りました。盆休みに引っ越しを決
めていたので工期にゆとりはありませ
んでした。
　我が家のリフォーム工事にあたり、
改めて建設山口の青年部で仲間と知
り合えたことに感動しました。大工工
事、内装工事、左官工事、塗装工事に
あたり建設山口の仲間に協力してもら
い無事に引っ越しに至ることができま
した。落ち着いた10月頃に関わってく
れた仲間を呼んで我が家でＢＢＱを盛
大にしたいと思っています。
　賃貸住宅に20年余り住んでいました
が、やはり我が家は最高です。

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
勝
敗
や
運
命
の
分
か
れ

目
。

⑤
考
え
方
。
見
方
。
○
○

が
広
い
。

⑥
何
か
を
欲
し
い
と
思
う

こ
と
。

⑨
長
打

扌

○
○
○
。

⑩
巨
大
変
身
ヒ
ー
ロ
ー
。

○
○
○
○
マ
ン
。

⑫
感
○
○
○
。
○
○
○
熱
。

○
○
○
が
移
る
。

⑬
ぶ
つ
ぶ
つ
言
う
。
○
○

○
が
多
い
ひ
と
。

⑮
髪
な
ど
の
装
飾
用
。
新

体
操
の
競
技
種
目
。

⑰
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
。
あ
ら

ま
し
。

⑱
預
け
た
お
金
に
つ
い
て

く
る
も
の
。

⑲
京
都
の
五
条
大
橋
。
弁

慶
と
○
○
○
○
○
○
。

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

①
法
人
事
業
所
は
必
ず
手

続
き
を
。
健
康
保
険
○

○
○
○
○
○
○
○
。

②
も
の
を
く
っ
つ
け
る
と

き
に
使
い
ま
す
。

③
政
、
官
、
○
○
の
癒
着

は
許
さ
な
い
。

④
建
設
山
口
の
も
っ
て
い

る
山
口
県
住
宅
建
設
協

会
は
、
一
般
○
○
○
○

法
人
。

⑤
真
ん
中
。
鉛
筆
の
○
○
。

⑦
今
い
く
よ
、
今
○
○
○
。

⑧
中
日
は
竜
。
阪
神
は
？

⑨
黒
ネ
コ
の
○
○
○
。

⑪
大
工
の
親
方
。

⑬
青
と
紫
を
混
ぜ
る
と
で

き
る
色
。
○
○
色
。

⑭
阿
波
踊
り
で
有
名
な
県
。

○
○
○
○
県
。

⑯
頭
に
か
ぶ
り
ま
す
。

⑱
国
語
、
算
数
、
○
○
、

社
会
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
10
月
18
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
紙
面
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
280
号
解
答
◇

　

カ
イ
ス
イ
ヨ
ク

〈
当
選
者
〉【
小
野
田
】
広

瀬
亮
二
【
吉
南
】
春
山
公

一
・
好
野
修
・
小
野
典
子

【
下
松
】
吉
田
亜
衣
子
【
熊

毛
南
】
田
熊
壮
一
郎
【
長

門
】
河
辺
真
理
子
【
萩
】

伊
勢
嶋
伸
子
【
光
】
増
田

圭
子
【
山
口
】
坪
井
久
子

（
応
募
総
数
40
）

作・斉藤達夫

あの俳優

そ
う
そ
う

今
度
映
画
で
も

主
役
や
る
人

わ
か
る
わ
か
る

あ
の
俳
優
だ
よ
ね

う
ー
ん

顔
は
わ
か
る
け
ど

名
前
が

出
て
こ
な
い

誰
だ
っ
け

あ
の
俳
優

ね
え
ね
え

今
出
て
た

あ
の
俳
優

な
ん
て

い
っ
た
か
し
ら

超
売
れ
っ
子
の

え
〜
と

た
し
か
・
・
・

最
近
ド
ラ
マ
や

C
M
で
も

よ
く
見
か
け
る

お好み焼　水音
住　　所：山口市中市町 7-22
電　　話：083-922-3710
営業時間：11：00〜 14：00（土・日・祝 15：00）
　　　　　17：00〜 21：00
定 休 日：火曜日

組合員さんが設計・施工

大
き
な
水
車
が
目
印

お
す
す
め
は
“
ミ
ッ
ク
ス
焼
き
”

　【
山
口
・
熊
谷
龍
夫
（
左

官
・
53
）】
山
口
市
の
中
心
、

中
市
商
店
街
近
く
、
大
き

な
水
車
が
目
印
の
「
お
好

み
焼
き
水
音
（
み
ず
ね
）」

が
あ
り
ま
す
。

　

お
店
に
入
る
と
、
床
に

は
ガ
ラ
ス
張
り
の
水
槽
に

金
魚
や
鯉
、
天
井
に
は
古

材
を
使
っ
た
梁
と
小
屋
組

み
が
見
え
、

落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
お

店
で
す
。

　

山
口
支
部

の
組
合
員
さ

ん
「
坂
本
木

材
」
さ
ん
の

ご
家
族
が
営
ん
で
い
る
お

店
で
、
店
舗
の
設
計
施
工

デ
ザ
イ
ン
も
「
坂
本
木
材
」

さ
ん
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
好
み
焼
き
に
は
、
広

島
風
と
関
西
風
が
あ
り
ま

す
が
、
水
音
は
関
西
風
お

好
み
焼
き
の
お
店
で
す
。

　

一
番
人
気
は
、
ミ
ッ
ク

ス
焼
き
で
、
次
に
海
鮮

ミ
ッ
ク
ス
焼
き
で
す
。
お

餅
、
チ
ー
ズ
、
そ
ば
、
う

ど
ん
な
ど
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

一番人気のミックス焼き

わが家を自分でリフォーム

が
楽
し
め
ま
す
。

　

自
分
で
焼
く
の
に
自
信

が
無
い
方
は
、
お
店
の
人

に
焼
い
て
貰
い
、
お
皿
で

食
べ
る
事
も
、
温
め
た
鉄

板
の
上
で
食
べ
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
小
さ
い
お
子

さ
ん
の
い
る
方
は
、
鉄
板

で
火
傷
の
可
能
性
が
あ
る

の
で
お
皿
で
出
し
て
も
ら

う
方
が
安
心
で
す
。

　

味
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
細

か
く
刻
み
、
し
っ
か
り
焼

け
て
い
る
の
に
柔
ら
か
い

食
感
で
食
べ
や
す
く
、
青

の
り
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
鯖

粉
の
味
の
効
い
た
、
美
味

し
い
お
好
み
焼
き
で
す
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それぞ
れに「愛○」の○には色々なことが考えられ
ると思います。組合員の皆さん、「愛○」の○
を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写真
を建設山口教宣部まで送付してください。投
稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿も
募集します。ご自分のお気に入りの場所で、
皆さんにもおすすめの場所についてお書きく
ださい。
　こちらの記事にも写真を添えて、建設山口
教宣部までお送りください。よろしくお願い
します。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中
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